
第
九
節　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
各
種
評
価
制
度
の
導
入

一　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
は
何
か

　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
は
、
教
育
活
動
を
学
校
だ
け
で
押
し
進
め
る
の
で
は
な
く
、
学
校
を
取
り
巻
く
地
域
、
さ
ら
に
は
保
護

者
や
同
窓
生
な
ど
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
学
校
の
諸
活
動
を
推
進
し
て
い
く
一
連
の
学
校
運
営
の
方
法
で
あ
る
。
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
は
、
た
ん
に
、
地
域
住
民
に
体
育
館
や
校
庭
な
ど
の
学
校
施
設
の
開
放
を
す
る
こ
と
だ
け
を
指
す
言
葉
で
は
な
い
。
こ
れ

は
、
前
述
し
て
き
た
よ
う
な
外
部
に
対
し
て
学
校
を
開
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
校
内
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
い
っ
た
視
点
も
重

要
で
あ
り
、
校
内
の
教
職
員
の
間
の
意
思
疎
通
を
よ
り
円
滑
に
進
め
て
い
く
こ
と
も
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
い
え
よ
う
。

　
学
校
が
、
こ
う
し
た
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
学
校
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
の
関

係
の
変
化
に
と
も
な
い
、地
域・保
護
者
等
と
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
（
高
等
学
校
で
は
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
四
月
か
ら
実
施
）」
や
「
完
全
学
校
週
五
日
制
（
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）

年
四
月
）」
の
本
格
施
行
、
生
涯
学
習
社
会
の
進
行
な
ど
も
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

学
校
評
議
員
制
度

　
学
校
が
地
域
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
幅
広
く
地
域
住
民
や
保
護
者
・
同
窓
生
な
ど
の
意
見
を
聞
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き
、
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、
学
校
評
議
員
の
設
置
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
九
月
二
十
一
日
の
地
方
教
育
行
政
の
在
り
方
に
関
す
る
中
央
教
育
審
議
会
答
申
の
中
で
、「
学
校
に
学

校
評
議
員
を
置
く
。
評
議
員
は
広
い
分
野
か
ら
委
嘱
し
、
学
校
運
営
に
関
し
意
見
を
述
べ
助
言
す
る
」
と
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
一
月
二
十
一
日
付
け
の
官
報
で
、
四
月
か
ら
学
校
評
議
員
を
設
置
す
る
制
度
の
創
設
や
、

教
員
免
許
が
な
い
民
間
人
で
も
校
長
に
就
任
で
き
る
よ
う
任
用
資
格
を
大
幅
に
緩
和
す
る
こ
と
と
し
た
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
改

正
な
ど
が
告
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
長
野
県
教
育
委
員
会
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
三
月
二
十
九
日
ま
で
に
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
始
め
る
「
学

校
評
議
員
設
置
モ
デ
ル
事
業
」
に
指
定
す
る
県
立
高
校
八
校
を
決
定
し
た
。
こ
の
八
校
と
は
、
北
信
の
須
坂
・
更
級
農
業
、
東
信
の

上
田
・
岩
村
田
、
南
信
の
諏
訪
二
葉
・
飯
田
長
姫
、
中
信
の
梓
川
・
松
本
深
志
の
各
高
校
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
四
月
、「
長
野
県
立
高
等
学
校
評
議
員
設
置
要
綱
」（
以
下
「
要
綱
」）
に
基
づ
き
、
こ
の
年
か
ら
、
長
野

県
の
全
県
立
高
校
で
学
校
評
議
員
を
設
置
し
、
評
議
員
を
活
用
し
た
取
組
が
進
ん
で
い
る
。

　
「
要
綱
」
で
は
、
県
立
高
等
学
校
に
学
校
評
議
員
を
置
く
（
第
１
条
）、
学
校
評
議
員
の
数
は
、
七
人
程
度
（
第
三
条
）、
任
期
は
委

嘱
の
日
か
ら
当
該
年
度
末
ま
で
（
第
４
条
―
１
）、
校
長
は
県
教
育
委
員
会
に
学
校
評
議
員
を
推
薦
す
る
（
第
５
条
）、
県
教
育
委
員
会

が
学
校
評
議
員
を
委
嘱
す
る
（
第
５
条
―
２
）、
学
校
評
議
員
は
、
校
長
の
求
め
に
応
じ
、
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て

意
見
を
述
べ
る
（
第
６
条
―
１
）、
校
長
は
、
学
校
評
議
員
の
活
動
計
画
、
活
動
状
況
に
つ
い
て
教
育
長
へ
報
告
（
第
６
条
―
３
）
等
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
要
綱
」
に
基
づ
き
、
全
県
的
に
は
、
各
学
校
で
は
年
間
に
二
回
か
ら
三
回
程
度
の
学
校
評
議
員
会
を
開
催
し
、
授
業
公
開

を
し
な
が
ら
、
学
校
運
営
方
針
、
授
業
、
進
路
指
導
、
服
装
、
通
学
時
の
交
通
マ
ナ
ー
等
多
岐
に
わ
た
り
意
見
を
求
め
、
学
校
運
営
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の
た
め
に
生
か
し
て
い
る
。

野
沢
北
高
校
で
の
取
組

　
当
初
の
取
組

　
こ
う
し
た
国
・
県
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
野
沢
北
高
校
で
は
、
学
校
評
議
員
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
、
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）

年
七
月
、
学
校
評
議
員
の
人
数
お
よ
び
選
出
母
体
、
学
校
評
議
員
会
の
回
数
お
よ
び
時
期
に
つ
い
て
、
原
案
を
作
成
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
学
校
評
議
員
の
人
数
は
七
名
と
し
、
選
出
母
体
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
、
地
元
自
治
体
、
中
学
校
関
係
、
商
工

会
関
係
と
し
て
い
る
。
人
選
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
か
ら
推
薦
を
募
っ
て
も
い
る
。
こ
の
年
は
、
二
回
の
会
議
を
行
い
、
第
一
回
を

十
一
月
二
十
二
日
㈮
、
第
二
回
を
二
月
三
日
㈪
に
実
施
し
た
。

　
一
〇
月
に
は
、
学
校
評
議
員
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
同
窓
会
会
長
、
野
沢
区
長
会
長
、
野
沢
中
学
校
校
長
、
商
工
会
関
係
者
、
女
性

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
、
女
性
で
あ
る
大
学
教
員
の
七
名
と
し
、
吉
田
茂
男
校
長
名
で
学
校
評
議
員
あ
て
に
依
頼
文
を
発
送
し
て
い
る
。

　
そ
の
依
頼
文
に
は
、

　

‌�　
長
野
県
で
は
本
年
度
よ
り
学
校
評
議
員
を
各
高
等
学
校
に
お
く
こ
と
を
進
め
て
い
る
こ
と
。

　

‌�　
こ
の
趣
旨
は
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
や
完
全
学
校
週
五
日
制
の
実
施
等
を
踏
ま
え
、
学
校
が

よ
り
一
層
、
保
護
者
や
地
域
住
民
等
の
信
頼
に
応
え
、
連
携
協
力
を
進
め
て
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

　

‌�　
も
と
よ
り
、
本
校
で
は
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
学
校
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
し
く
学
校
評

議
員
の
皆
様
に
、
学
校
運
営
の
状
況
等
を
ご
説
明
し
、
ご
意
見
を
伺
え
る
機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
こ

と
。
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‌�　

本
年
度
、
学
校
評
議
員
の
方
々
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
課
題
は
、
ま
ず
、
①
全
般
に
わ
た
っ
て
本
校
の
学

校
運
営
に
関
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
、
②
保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
い
た
だ
く
ご
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
等
。

　
そ
し
て
十
一
月
二
十
二
日
㈮
午
後
四
時
か
ら
六
時
の
時
間
帯
で
、
岳
南
会
館
に
て
開
か
れ
た
第
一
回
学
校
評
議
員
連
絡
会
の
次
第

を
見
る
と
、
学
校
評
議
員
七
名
、
学
校
側
は
、
校
長
、
教
頭
な
ど
二
十
七
名
の
教
職
員
が
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。

　
会
議
内
容
は
、
１
、
学
校
長
挨
拶
及
び
学
校
評
議
員
委
嘱
、
２
、
本
校
職
員
自
己
紹
介
、
３
、
学
校
評
議
員
自
己
紹
介
、
４
、
学

校
の
概
要
説
明
、
５
、
質
疑
・
ご
意
見
、
６
、
学
校
長
ま
と
め
と
御
礼
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

　
第
二
回
は
、
二
月
三
日
㈪
、
第
五
時
限
（
一
四
時
三
〇
分
か
ら
十
五
時
三
五
分
）
の
授
業
参
観
後
、
十
六
時
か
ら
岳
南
会
館
で
会
議
が

行
わ
れ
た
。

　
こ
の
年
の
学
校
評
議
員
会
の
会
次
第
を
見
る
限
り
、
そ
の
後
の
会
議
も
、
会
議
に
先
立
つ
授
業
参
観
も
含
め
て
、
ほ
ぼ
同
様
に
と

り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、学
校
評
議
員
に
関
す
る
記
録
と
し
て
校
内
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、二
〇
〇
二
年
の
資
料
後
は
、二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）

年
度
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
年
の
学
校
評
議
員
は
七
名
で
あ
り
、
そ
の
選
出
母
体
は
、
保
護
者
二
名
、
同
窓
会
関
係
者
一
名
、
自
治
体
関
係
者
一
名
、
企

業
関
係
者
一
名
、
学
識
経
験
者
二
名
（
大
学
関
係
者
、
中
学
校
関
係
者
）
で
あ
っ
た
。

　
以
下
年
次
別
に
、
残
さ
れ
た
資
料
を
表
１
と
し
て
作
成
し
た
。
回
数
は
、
い
ず
れ
も
三
回
で
あ
り
、
六
月
か
ら
七
月
に
第
一
回
、

十
月
こ
ろ
に
第
二
回
、
そ
し
て
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
第
三
回
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
お
お
よ
そ
の
会
の
流
れ
は
、
第
一
回
で
は
、
会
に
先
立
ち
授
業
公
開
を
行
い
、
そ
の
後
、
学
校
評
議
員
に
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
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表１　学校評議員会の開催日程年度ごとの開催日程

年度 第１回 第２回 第３回

2006（平成18）年度
学校評議員連絡会 ６月27日㈫ 12月22日㈮ ２月９日㈮

2007（平成19）年度
学校評議員連絡会 ６月18日㈪ 10月30日㈫ ２月14日㈭

2008（平成20）年度
資料なし

2009（平成21）年度
資料なし

2010（平成22）年度
学校評議員連絡会 ６月28日㈪ 10月29日㈮ ２月10日㈭

2011（平成23）年度
学校評議員連絡会 ７月22日㈮ 10月25日㈫ ２月17日㈮

2012（平成24）年度
学校評議員会 ７月２日㈪ 10月23日㈫ ２月５日㈫

2013（平成25）年度
学校評議員会 ６月17日㈪ 10月22日㈫ ２月３日㈪

2014（平成26）年度
学校評議員会 ７月８日㈫ 10月28日㈫ ２月３日㈫

2015（平成27）年度
学校評議員会 ７月21日㈫ 10月23日㈮ ２月２日㈫

2016（平成28）年度
学校評議員会 ７月11日㈪ 10月21日㈮ １月31日㈫

2017（平成29）年度
学校評議員会 ７月18日㈫ 10月24日㈫ １月30日㈫

2018（平成30）年度
学校評議員会 ７月17日㈫ 10月23日㈫ １月29日㈫

2019（令和元）年度
学校評議員会 ７月22日㈫ 10月29日㈫ １月28日㈫

2020（令和２）年度
学校評議員会 ７月21日㈫ 10月27日㈫ 新型コロナウィルス感染対

策として書面会議で実施

2021（令和３）年度
学校評議員会 ７月28日㈬ 10月27日㈫ 新型コロナウィルス感染対

策として書面会議で実施
野沢北高等学校学校評議員運営委員会資料より作成
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